
今も昔もかわらない
子どもの笑顔 ここにはある。が

　帰りの会が終わると、子どもたちはランド
セルを背に一目散…。
　向かった先は「あだち放課後子ども教室」
の受付でした。
　「あだち放課後子ども教室」は、子どもた
ちが安全・安心に集える居場所として、平
成１９年度から始まり、平成２２年度に区
内７２校のすべての小学校での開催となり
ました。
　校庭では、みんなでボール遊びや、鬼ごっ
こ、なわとびや竹馬などをして遊び、室内
では、宿題をしたり、本を読んだり、ゲー

あれ ?  うちの子、
あんなに楽しい顔してる！？

ムをしたりと、自分たちで考え、楽しく 
過ごしています。
　その活動を、温かく見守るスタッフのみ
なさんは、子どもたちの健やかな成長を願
う保護者や地域の方々であり、足立区生涯
学習振興公社がその運営を支援しています。
　放課後子ども教室に参加するようになっ
て、「お子さんの変化」に気づいた保護者の
みなさんから「うちの子、最近○○になっ
た！！」など、たくさんの声をいただきまし
た。放課後のお子さんのいつもと違った顔を、
覗いてみませんか？？？
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ポール・インペラトリス さん

放課後を支える
 “もうひとつのちから”

放課後子ども教室担当

足立区教育委員会／公益財団法人足立区生涯学習振興公社
☎（５８１３）３７３２ ※平日９時～１７時

● 実施状況（会場や対象学年など）は、児童数や施設など、各学校
の状況により異なります。

● 安全管理スタッフを募集している実行委員会もあります。詳しく
は、担当までお問い合わせください。

ニュージーランド出身のポール・インペラトリスさん。奥さまは、西伊
興小放課後子ども教室のスタッフさん。その縁あってボランティアとして、
子どもたちに遊びを通して楽しく英語を教えています。題して「えいごで
遊ぼう！」はじまったら当然すべて英語。まず、簡単な体操をしますが、その場で跳ぶときには『ジャ
ンプ！ジャンプ！ジャンプ！』と元気よく発音しながら、みんなで跳びはねます。また、ポールさんが弾
くキーボードの曲に合わせて、英語で歌を歌います。みんなポールさんが大好きです。
「子どもたちの笑顔を見ていると、私も元気をもらえます」とポールさん。

私は、学校の 近所 に住んでいます。
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“ときめき”に、中島根小放課後子ども教室の活動が掲載されているのを読んで、「自分が得意な“スポー
ツスタックス”を子どもたちに教えたり、一緒に遊んだりしたいな」と思ったのがはじまりとのこと。事務
局である公社に達家さんから連絡が入り、中島根小のスタッフを紹介しました。スポーツスタックスとは、
プラスチック製の複数のカップを使って、決められた型に積み上げた後、元の状態に戻すまでの時間を競
うゲームです。子どもたちは、達家さんのすばやいカップさばきに目をキラキラさせ見入っています。
「毎月１、２回放課後子ども教室に出向き、誰が一番上手に早くできるか“記録会”を開いたり、トーナ

メント戦をして子どもたちとワイワイ楽しく遊んでいます。」と達家さん。
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あだち放課後子ども教室は、子どもたちの活動を見守ってくださる「安全管理スタッフ」の
ほかに、自らの「特技」を活かしながら、子どもたちの健やかな成長を願う「ボランティア」
の方々がいらっしゃいます。
今回は、その「もうひとつのちから」をご紹介します。

私たちは、学校応援隊 です。
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昨年、鹿浜第一小を卒業し、現在中
学１年生の鈴木さん。小学生の時、先
生に教わったことをきっかけに、将棋が
大好きになり、鹿浜第一小で開催されて
いる「将棋塾」にも参加していました。

卒業してからも、下級生たちの将棋の相手をするために、放課後子ども教
室で楽しくお手伝いをしています。「卒業後も、こうして鹿浜第一小のみん
なと一緒に過ごすことができて、とても嬉しいです」と鈴木さん。

私は、この学校の 卒業生 です。

鈴
すず

木
き

 聖
せい

弥
や

 さん

このように、放課後子ども教室はいくつもの“ちから”によって、支えられています。
あなたも一緒に「子どものたちの健やかな成長」をサポートしてみませんか？

中川小開かれた学校づくり協議会では、学校・保護者・地
域と話し合いながら、地域性を活かした特色ある活動を進める
ため、様々な体験活動を実施しています。お二人もその協議
会の一員として、放課後子ども教室の活動を幅広くするために

「ビーチボールバレー」をとり入れ、子どもたちの遊びの活性
化を目標に指導してくれています。子どもたちに、ビーチボー
ルバレーの楽しさを伝えることはもちろんのこと、「低学年と高
学年」を組ませるなど、学年を超えた子ども同士の交流も視
野にいれながら、その活動をやさしく見守っています。
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私は、スタッフの 家族 です。
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